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中 村 佳 弘　会長
会長挨拶

　みなさんこんにちは！！
だんだん日差しがあたたかく
なって心がウキウキしてきて
ると思いますが春になるとゆ
ううつになる人が急増してい
ます。花粉症は「国民病」と
呼ばれるほどに蔓延し、特に
スギ花粉症患者の増加がめざ
ましく、国民の４人に１人・
25％がスギ花粉症といわれて
います。花粉症になったから
といって死ぬわけではありま
せんが、現在のところ完治し
ない病気です。
　ちなみに女房の店は耳鼻科
の処方せんを受けていますが
３月、４月は特に多くなって
毎回患者さんが150人以上きて

いるそうです。
　アレルギーとは、体内に侵
入した異物に対して抵抗力を
獲得する体の防御機能が過剰
に反応した状態をアレルギー
といいます。
　花粉の総飛散量は前年の７
～８月が高温で小雨であれば
翌年の花粉が多くなると予測

されます。又、１～２月の気
温が高いと飛散開始時期が早
くなると予測されます。
　１番多く飛ぶ時間帯は１～
３時です。
　治療法につきましては古田
医院にいっていただきたいと
思います。
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1. RI認証　ロータリー囲碁同好会より『第12回ロータリー

国際囲碁大会』台湾開催の案内

 日 時：4月30(土)～5月2日(月)

2. 中村博亘会員へロータリー財団年次寄付マルチプル・

ポール・ハリス・フェローピンが届きました。

3. 例会変更・休会のお知らせ

 沼南RC：3/17（木）は瀬川会員送別夜間例会

4. 第10分区会長・幹事会の案内

 日時：3月4日(金)18：30～

 場所：「喜多川」

5. 受信<週報)>　印西RC・流山RC
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古田穣治　会員卓話

私のロータリー、
最近、思うこと

　卓話の機会を頂いて大変光栄
に存じます。
　私は、今年の１月２０日に、
満８０歳、傘寿を迎えました。
昨年暮、プログラム委員長の榊
さんから電話があり、１月２１
日に卓話をするよう依頼があり
ました。傘寿の祝いとして、華
を持たせて下さるお心遣いだっ
たのでしょう。それに、私の菩
提寺の住職さんですから、何と
言っても、これから一番お世話
になる方ですので、「最後の話
す機会をあげましょう、死ぬ時
には、きちんと引導を渡して上
げますよ。」と寛大な心で、御
指名下さった事と有り難く解釈
し、当日は不都合ですが、その
日以外なら何時でもＯＫ、とお
引き受けしました。テーマは何
でも好いという事ですので、思
いつくままに話させて頂きま
す。
　先日、ＩＭに出席しました。
平均年齢が高いクラブ、つまり
高齢者ばかりのクラブはワース
トクラブとして発表されていま
したが、正に今日の時代の反映
であり、若い人の入会が少ない
からでありましょう。
　私も、若い新会員をⅠ名入れ
られれば、「老兵は死なず。た
だ消え去るのみ」、と恰好よく
引退出来ると思っています。
　このＩＭで、司会担当の杉山
さんが、８０代、９０代の高齢
会員がいるということは、大変
よいことではないかと発言され
て、嬉しかったし、昨年のガバ

ナーの中村さんは、ロータリー
歴５０年の岡部久人会員を表彰
されていますので、老若男女各
世代の会員がいると云う事が望
ましいのでしょう。
　当クラブの平均年齢は、６０
歳だそうで地区では中より上だ
そうです。
　漫談家綾小路キミマロは、
「中高年とかけて、歯が無い、
毛が無い、先がない」とあちこ
ちで、オバサン連を笑わせてい
ますが、幸い我がクラブの中高
年のメンバーは、皆さん有るべ
きものはチャンと有るし、更に
「何か持っている」、先の有
る、元気な方がたばかりで心強
い限りです。
　さて、私自身は、男性の平均
余命を過ぎた８０歳ですから、
何時死んでも可笑しくないし、
正に先が無い人間であります。
この年まで生きると、昔、信じ
ていたことが、間違いであると
分かったり、今まで分からな
かった事が、目から鱗で納得し
たりと、社会一般の事のみなら
ず、私の専門の医学も然り、長
生きしてよかったな、面白かっ
たなと思います。例えば、月周
回衛星かぐやの撮った地球の写
真を見る事が出来たのは、大い
なる喜びでした。
　私は満州事変の年に生まれ、
日中戦争の始まった年に小学校
入学、中学校３年の１５歳の
時、アメリカ連合軍に敗れ、戦
中戦後に育ちました。今は、１
５年戦争と総称していますが、
生まれた年から１５歳までの１
５年間、正に、戦争に明け暮れ
た時代で、「欲しがりません。

勝つまでは」の標語の通りの生
活で、食べ物がない、継の当
たった服を着、井戸水を汲み、
竈で火を焚き、煮炊きした窮乏
の時代を過ごして育ちました。
戦後の３～４年は、更に、苦し
い時代でありました。この頃生
まれたのが団塊の世代であり、
私らは戦後派、アプレゲールと
呼ばれた世代です。
　昭和２５年に朝鮮戦争が起こ
り、３年後、米軍総司令官マッ
カサーが、老兵は死なずと前述
の有名な言葉を残して帰国、朝
鮮戦争は終わりました。
　この戦争特需のお蔭で、日本
の景気は上向いたと言われます
が、この頃に、学生生活を送っ
た私共には、まだまだ暮らしは
大変で、先輩の医学生の中に
は、戦死した米兵の死体処理の
アルバイトをして学費を稼いだ
人もいました。
　さて、私は医学部を卒業後、
インターンを終えて母校の外科
教室に入局、外科を専攻し、昭
和４０年に学位を取得、同４３
年１０月外科医局をやめて、柏
市に外科胃腸科医院を開設しま
した。
　開業して１０年経った頃、当
クラブの初代会長の染谷伝三郎
さんから入会を勧められまし
た。入会は昭和５２年５月、今
もお元気で現役の第３代会長の
岡部久人さんと故人となられた
名幹事の菊田孝一さんの年度の
時でした。
　同期に、鈴木康之さんが一緒
でしたが、当時の３０数名の会
員は、正に創立以前の準備から
創立の記念事業まで、勉強会と
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集会を重ねて来られた熱気溢れ
るチャーターメンバーばかりで
したから、突然入った私等は、
彼等のロータリーにかける情熱
に圧倒されました。
　「俺も、愈々柏の名士の仲間
入りが出来た」等と云うちゃち
な名誉心とか、思い上がりは、
吹き飛んでしまいました。
　先ずはロータリ̶の綱領と、
四つのテストに感動し、実践を
誓ったものの、当時の掲げた目
標である、出席１００％以上、
財団寄付地区第一位の継続につ
いては、入院患者を持ち、万年
当直をして、漸く軌道に乗って
来たばかりの状況下の私にとっ
ては、時間も無く、体力もまま
ならず大変でありました。
　先輩会員は、スマイルを忘れ
ぬ、皆個性のある一業一人の職
種の異なる方々で、和やかに語
り合い、大いに勉強し、人生を
楽しむ術を教えて頂きました。
そして、入会１７年過ぎて、私
も第２０代会長の重責を担わせ
て頂きました。この年度は、ク
ラブ創立２０周年記念式典、台
中港東南ロータリークラブとの
姉妹クラブ締結１５周年記念と
行事があり、更に１９９５年１
月の任期中に阪神淡路大地震に
遭遇しました。
　それから１５年があっと云う
間に過ぎ去り、今や、鈴木康之
さんと共に入会から３３年目を
迎えています。
　この３２年間、色々の奉仕活
動に参加し、沢山の人にお会い
し、数々の懐かしい想い出が脳
裏に浮かびます。
　先述の岡部さんは、親クラブ
から続けて５１年目の現役会員
でおられ、当クラブの、否、
ロータリーの至宝に当たる方で
すが、私は幸いにも、主治医と

して、奥様共々ご健康を見守ら
せて頂きながら、今も親しく教
えを頂いております。
　既に故人となられた多くの先
輩から、沢山の事を学びまし
た。それは例会で、その時々に
頂く忌憚のない、そして暖かい
生きた言葉でした。どなたも共
通して言われた事は「クラブは
人生の道場である。生き方を学
ぶところだ。」ということでし
た。多くの先輩の中で一人だけ
お話するのは難しいところです
が、以前にもこの席でお話しし
た安田正男さん関連の話をしま
す。
　安田さんは、第七代会長で、
私より一回り上の方ですが、３
０年前、縁あって、二人でご一
緒に、一人の青年の学業成就を
支えました。
　今や、彼は大成し、医学者と
して、臨床家として沢山の医局
員、研究員を指導し、先端医学
の業績を挙げ、皆から、心から
慕われ、尊敬されている存在で
あります。それにつけても思い
だされるのは、彼の婚礼の披露
宴の席上、安田さんが、彼に三
つ守りなさいと言われた「怒る
な、威張るな、見下すな」の言
葉です。彼の心に生きていると
感じます。
　安田さんは平成１６年に８５
歳で逝去され、その翌年の平成
１７年に、彼は新設講座の再生
医学の初代教授に就任しまし
た。
　それから５年経て昨年３月、
彼は大学病院の看板診療科であ
る循環器内科学の主任教授とな
りました。彼は元々心臓の専門
家で、心筋の再生については、
もう世界的権威の学者になって
いたのです。
　そして昨年５月には、宮中

で、天皇、皇后両陛下の御前講
義を約２時間、iPS細胞の山中
伸弥教授と共に、二人で御進講
したことを、その２週間後、ご
本人から全く何時もと変わらぬ
調子と微笑で、淡々と、少し感
激をこめて語ってくれました。
私は、その時、彼も山中教授と
一緒にノーベル賞を貰うのでは
ないかと、瞬間思いました。
　この体験を通じて思うのです
が、安田さんは、活きた金にな
るのだから、Ｇive and Ｇiveで
よい、その代わりノーベル賞を
目指せと彼にも言っておりまし
たし、私は私で、常に、一番で
居る事、進学過程、医学部、大
学院等、どの場合も一番であれ
と励ましました。誠に酷な注文
で、彼も大変であったと思いま
す。
　然し、彼はそんな事にめげ
ず、乗り越え、更に大きく成長
し、会う時は何時も安田さんの
言葉「いばるな、おこるな、み
くだすな」を実践しているが如
く穏やかな、飾らない笑顔があ
りました。
　最近、ノーベル賞受賞者のパ
デュウ大学根岸英一特任教授
が、１０人の中で、一番に選ば
れる事を、次々と７回繰り返せ
ば、つまり、１０の７乗で一千
万人の一人となり、ノーベル賞
受賞者となれると言っていまし
たが、彼も正に、それに近い一
人でしょう。
　さて、今年の１月２０日、私
の誕生日に、彼が、日本国際医
学協会の国際治療談話会で、講
演すると、同協会の評議員の高
野教授（後述）から連絡があ
り、定刻に学士会館まで出掛け
ました。並み居る一流教授の前
で、堂々と分かり易く講演する
姿は、まことに立派でした。
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BOXありがとう！
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出席報告

会員数　

欠席者　

秋元、神林、ゲイビ、佐藤
東海林、染谷、髙田、日暮（誠）
富士川、安川、柳、渡邉（雅）

出席率　

54名

12名

72.93％

54名

12名

写真ありがとう
馬場 会員

傘寿過ぎ卓話のご指名に感謝
古田 穣治 様

台湾旅行中迷惑をかけました
升谷 会員

今日のお料理

次回の例会は4月1日（金）通常例会です。 欠席報告は、水曜日の正午まで
※食事の無駄をなくす為に協力して下さい。
　嶋田 英明まで：090-2232-1661

クラブ会報委員／東海林 康之・田代 健一・後藤 浩一郎

（演題後記）
　終了後のパーティで、彼と高
野教授から、真っ先に、「誕生
日おめでとう」のビールの乾杯
をされたのは感激でした。人生
最高のひと時を過ごし、夜１０
時半過ぎに帰宅しましたが、家
内からも、今日は佳い日でした
ねと慶ばれ、あらためて乾杯し
ました。
　前述の高野教授というのは、
ドイツのゲッチンゲン大学医学
部の終身教授で、私の旧東葛中
の同級生であります。３～４年
前に、我々の後輩に優秀な奴が
いるよと彼の事を話しておいた
ので、よく覚えていてくれたの
でした。
　皆さんも記憶されていると思
いますが、５年前の１０月、田
代充会長の年度に、当クラブ主
催、榊実行委員長の采配で、
「日独音楽の夕べ」が催されま
した。
　その時の演奏家がドイツで活
躍していた高野教授の娘、姉の
ピアニスト弥生さんとバイオリ
ストのエリカさん、チェリスト
は、エリカ夫妻の友人クリステ
ｲンさんでありました。
折りしも「日本におけるドイ
ツ」の年でもあり、ドイツ圏で
声楽家として留学希望の財団留
学生希望者高木太郎君と柴田ソ
プラノ歌手が共演しました。
　田代会長の盲導犬への啓発の
奉仕活動も兼ね、入場無料のイ
ベントは、満員の盛況で、柏西
ＲＣ会員全員の奉仕の賜物、参
加者皆さんの心に残る催しで
あったと昨日のように想い出さ

れます。
　弥生さんは、その年の１１
月、柏での演奏会の後、前述の
日本国際医学協会創立８０周年
の記念式典の当日、ドイツ大使
館のレセプションで、秋篠宮臨
席のもと素晴らしいピアノ演奏
をして皆を魅了しました。
　これが切っ掛けになったかど
うか、弥生さんは京都方面を始
め各地の演奏会に毎年来日して
いるようです。エリカさんは、
ドイツ人のご亭主が、ベルリン
芸術大学のチェロの教授にな
り、財団留学生の高木太郎君も
訪ねた事でしょう。
　こうして想い出すと、色々の
人と繋がりが出来たお蔭で、自
分の人生に深みと豊かさを頂い
ているのを実感します。
　さて、健康に関しての話は、
今日は割愛させて頂きます。
その代わり、是非、「ロータ
リーの友」本年１月号に載って
いる斉藤滋さんの「噛んで予
防」と、塩　宏さんの「心の健
康　長寿のカギ」をお読みくだ
さい。
　また先日のＩＭで講演された
佐藤達夫さんの「健康情報のウ
ソホント」を聞けなかった人
は、同氏の著書「食べモノの道
理」が、飯合さんのウイングに
置いてあるそうですから、是
非、お求めください。池上彰が
目から鱗と推薦しています。そ
して、実践して下さい。
　読んで知っているだけでは何
にもなりません。
　好い生活習慣を、毎日続ける
事が健康の基です。


